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【背景１】（空き家推移の予測と事業可能性）
■基礎データ①　空き家発生数予測

1993 1998 2003 2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038
空き家数 7,350 9,350 12,620 12,020 14,720 16,565 18,362 20,158 21,955 23,751
総住宅数 87,880 94,170 104,270 115,750 123,790 132,569 141,642 150,715 159,788 168,861
空き家率 8.4% 9.9% 12.1% 10.4% 11.9% 12.5% 13.0% 13.4% 13.7% 14.1%

■基礎データ②　一軒家指数・および破損率
一軒家率 9.4%
破損発生率 62.6%
※一軒家率、破損率については土地・家屋統計での調布市の実績値より数値を活用。

■予測データ①　調布市における一軒家タイプの空き家発生件数予測
2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038

空き家数 12,020 14,720 16,565 18,362 20,158 21,955 23,751
　一軒家 1,135 1,390 1,564 1,734 1,904 2,073 2,243
　　破損なし 425 520 585 649 712 776 839
　　破損あり 710 870 979 1,085 1,192 1,297 1,404
総住宅数 115,750 123,790 132,569 141,642 150,715 159,788 168,861

 平成25年「住宅土地家屋統計調査」によれば，今後の調布市における空き家発生件数は，これまでの平均的な
増加数の加算のみで20年後の2038年には空き家数23,751件、空き家率14.1%となる。

 うち空き家流通モデル構築事業において対象となる「破損のない一軒家」の数は，2018年の585件から839件
に増加する。 ※「株式会社船井総合研究所」試算。
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